操 (母性 型と 娼婦 型と) を 要求す るの は、 概ね 多くの 

場合に 於て、 その 両方 を 共に 失 ひ、 家庭の 母性と して 

も 完全で なく、 コケット としても 不満足で あると ころ 

の、 不幸な 物足りない 結果になる から。 (西洋の 多く 

の 家庭が、 いかに 例外な く 不幸で あるか。 また 多くの 

既婚者 等が、 いかに この 点で 嘆いて ゐ るか を 見よ。) 東 

洋の 家庭 は、 一般に 西洋に 比し、 ずっと 遥かに 幸福で 

ある。 我々 の 妻た ち は、 昔から 長い間、 純粋に 母性と 

しての み、 その 家庭の 中で 生活して 居た。 良人た ち は 

妻に 対して、 裁縫 や、 育児 や、 料理 やな どの、 純一 に 

母性と しての 仕事 を 求めた。 彼等が もし 享楽 や、 宴会 



として 愛される より、 むしろ 路上 を 散歩す る 情婦と し 

て、 コケット として 愛される であらう こと を、 その 良 

人に 対して すら 望んで ゐる。 一方に 芸者 ゃ妓 生や は、 

社会の 種々 なる 変革から、 今日 事実上に 亡びて しまつ 

た。 そして 尚 その上に、 今日で は 妾 を 持つ とい ふこ 

とすら が、 経済 上 困難に なって しまった。 (昔 はたい 

ていの 男が、 一人 や 二人の 妾 は 囲って 居た。 妾宅 は 当 

時に 於て、 私設の 社交 機関で もあった の だ。) 

それ故に 今日で は、 我々 の 家庭 もまた、 西洋と 同じ 

になら うとして 居る。 我々 の 時代の 女た ち は、 純粋の 

ハウス キ— パ— 

家庭 婦人と して 典型され ず、 一 方に 社交界の 花形 を 兼 
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